
 

 

 

 

＊あと少しで冬休み始まります！！ 

23日から冬休みがスタートします。クリスマス・大晦日・お正月と 

イベントも多く、新年は社会全体がゆっくりと骨休みという気分で、 

あるいは浮かれた気分になってしまってどうしても生活が不規則に 

なりがちです。もちろん、エンジョイしていいのですが高校生とし 

て逸脱した行動に走らないように十分注意してください。そしてこ 

の時期ネット上のトラブルも多くなります。被害者にも加害者にも 

ならないようにスマートホンの使い方もしっかりと考えてください。 

一年の計は元旦にあり、とよく言います。2018年はみんなにとって大きな変化があった年でした。高校受

験・堺東高校合格・新しい友人との出会いなどその他いろいろ…振り返ってください。そして2019年をどん

な年にするのか？それは君たちの心がけ次第です。高校3年間、長いようであっという間です。今できるこ

とを前向きに取り組んでほしいと思います。みんなにとって2019年がさらに飛躍の年になることを願ってい

ます。 

 

＊後期中間考査成績票について 

 明日（21日）に後期中間考査成績票を渡します。何度も言っているようにこの成績には①出席状況 

②小テスト ③提出物 ④授業中の取り組みなどの平常点が入っている評価となります。この成績を 

今一度見つめ直し、評定平均値を自分で確認しましょう。 特に成績が悪かった科目に関してはなぜ？そし

て今後どうすればいいかを自分でしっかりこの冬休み考えなさい。 本校では1年次の時に２度評定が決定し

ます。1年次がウエートが高いこともみんなわかっているはずです。3年次になって後悔しないためにこつこ

つとやりましょう。前期に比べて、出席状況がかなり悪くなっている人もいます。一度ついてしまった欠席、

遅刻などを取り消すことはできません。これ以上増えないように自分の生活習慣を改めなさい。出席状況は

進路にも大いに関係してきます。今からでも間に合います。 

 

＊進学者向け講習のお知らせ 

 進路指導部から案内されているように国語、数学、英語の3科目で期間は短いですが、講習を行います。 

この講習をきっかけにして自分の今の学力を確認して進路実現に向けての一歩を踏み出しましょう！ 

早すぎることは決してありません。わからないところがあれば遠慮なく先生に声をかけましょう。 

また講習以外の科目で受験のことで質問があれば個別に聞きに行きましょう。 

 

 

 

 

＊冬休み課題…計画的にこつこつとやりましょう！ 

 ＊フレンド生は各教科の先生の指示に従ってください。 

 ＊別途特別課題の出されている人は教科の先生の指示に従って提出しなさい。 

 

国語総合 
①基本の現代文 ステップ３（p52-75） 

②高校生必修語彙ノート 第２章9～17(p56-73) 

※①②は答え合わせまで 

③読書「こんな本、見つけた！」 

数学Ａ 
Focus Gold 

以下の例題問題を解き、丸付けもする。 

181,183,185,186,192,195,196,198,201,204, 

211,215,223,228,231,282,288,292,294,299  

提出日… 1月8日（火）8:45まで 

生物基礎 
セミナー（免疫に関する問題） 

P70 9 10,p72 12,p81～85 67～76,4 p91～93 83～

86,p152 163～166,p153 175～177 

世界のバイオームのプリント（1枚） 

提出日… 1月8日（火） 

コミュニケーション英語Ⅰ 配付したプリントをホッチキスでとめて答え合わせ

をして提出。後期期末考査の範囲の一部にもなりま

す。しっかりやること。 

提出日…冬休みあけの最初のコミュニケーション英

語Ⅰの授業 

家庭基礎 
「食」に関するレポートの資料を集めておく。 

※提出はありませんが、やっておかなければレポート

を書くときに困るのでやっておくこと。 

探求 
①GTEC STEP UPノート 

グレードG1・G2（p.27まで）をやってくる。 

このレベルが今高校 1 年生の段階でできて欲しい範

囲になります。 さらに上のスコアを目指す人は自主

的にどんどんやっていきましょう。 

探求の成績にも入ります。準備をきちんとして当日の

テストに取り組みなさい。 

提出日…1月10日（木）ＧＴＥＣテスト終了後 

 

②総合学力テスト（進研記述模試）過去問 

提出はしませんが、1 月 19 日の模試対策をしっかり

しておくこと。 
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＊堺支援学校交流会盛り上がりました！ 

先週木曜日２限は学校全体交流会を体育館で行い、３限は各クラスに支援学校の3年生を招いて 

 さまざまな活動を行いました。２限では全員で合唱し、堺支援学校３年生の発表を聞かせてもらいまし

た。全体会は穏やかな雰囲気で終わることができました。３限はちょっとした工夫、気配り、声かけで、

全員で盛り上がり、笑顔で楽しむことができました。生徒会役員、交流会委員の人、お疲れさま。みな

さんの頑張りで全員で貴重な体験をすることができました。 

  この交流会は本校の伝統行事の１つです。お互いのことを学び、理解すればみんなですばらしい体験、

時間を共有することができるからこそ、続いている行事です。クラスでの交流会は1年次のみですが来

年度の全体会の中心となるのはみなさんです。今年以上に盛り上がるように企画していきましょう。 

 

＊障がい者理解講演障がい者スポーツ体験感想から 

本校ではともに学び、ともに育つことを学校の目標としています。支援学校との交流会も今回のスポ

ーツ体験もその一環として行っています。今回、ファインプラザ大阪の福西先生と盛岡先生から講演し

ていただき、体験活動を指導していただきました。 

今回の講演についてのみんなの評価は５段階で４．５、参加態度は４．３でした。多くのみんなが書い

てくれた感想をあげます。 

 

 パラリンピックには興味なかったけれど、迫力があって興味がわいた 

 こんなに多くの競技があるのなら、もっと注目されればいいのに 

 生き方のポジティブ思考を教えてもらった 

 障害があっても、果敢に前に進む姿はかっこいい 

 ルールや用具を工夫すれば、楽しく公平にスポーツを楽しめる 

 ちょっとの工夫、考えた方を変えるだけで世界がこんなに広くなるんだなあと思いました 

 こうしたスポーツはユニバーサルデザインのひとつだと教えてもらった 

 来年も体験してもっと学びたい 

 ボッチャ私もやって見たい 

 車いすを動かす大変さを知ることができた 

 こんな体験めったにない、難しかったけれど楽しかった 

 体験することで相手の気持ちが理解できたらいいと思った 

 自分が競技をできることも周りのサポートが大きいことを知りました 

 困っていたら、助けられるようになりたい 

 交流会が楽しみになった、しっかり準備がんばりたい 

 交流会に生かしたい 

 

 

 

 

最後に、Ａさんの感想を紹介します。 

「障がいがあるからできないということもあるけれど、ルールや用具を工夫することで障がいがあって

も私たちと同じスポーツができることがわかりました。それぞれが支えあえることで障がいがあっても

できることの幅が広がるとわかりました。普段からの支え合いが大切だなと思いました。車いすバスケ

用の車いすに実際乗って見ると前に進むことはできたけれど、後ろに進むのは左右に曲がってしまうの

で難しかったです。」 

 

＊今後の予定 （変更になる場合もあります。） 

1月  8日（火） 新年授業スタート！ 

   10日（木） G-TECテスト 

     19日（土） 総合学力テスト（全員受験。必ず予定を空けておくこと！） 

      24日（木） 百人一首大会（学年最後の行事です。みんなで盛り上げよう！） 

2月  7日（木） 生徒証用写真撮影（服装・頭髪違反の者は撮影できません） 

2月 18日 (月)～22日（金） 後期期末考査（ただし19日（火）は除く。自立支援コース入試の

ため在校生登校禁止） 

    26日（火）・27日（水） 後期期末考査テスト返却 

   28日（木） 卒業式 

＊1年次生として登校、授業を受けるのもあと少しです。1日、1日を大切に学年全体で学習できる 

 雰囲気を作りましょう。 

 

＊ＧＴＥＣ、総合学力テストについて 

冬休み明けすぐにＧＴＥＣのテスト、19日には総合学力テストがあります。 本日4限の説明でも 

あったように必ず準備をして受験しましょう。ＧＴＥＣは自分の英語力を客観的に知ることができます。 

また自分では英語が得意だと思っていても、Speaking力が不足しているなど、自分が英語の中でもどの分野

が得意か、あるいはどこをこれから重点的に勉強しなければならないかも確認することができ、 

今後の自分の英語の学習方法を見つめなおすチャンスです。 

 総合学力テストは模試です。模試は良問がそろっており、基本問題から発展問題までさまざまです。 

大学進学希望者はもちろんですが、それ以外の人も高校1年生の1月の段階ではこのくらいのレベルが 

必要とされていることを確認できます。社会に出てから困らないように特に基礎をしっかりとやりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 


